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総 括 質 疑 並 び に 一 般 質 問（ 個 人 質 問 ） 

 

【質問日】令和４年９月６日（火） 

 

質問 

順位 
質 問 者 質 問 事 項 

１０ 中島 由美子 １ 本市のコロナ後遺症の実態は 

 ⑴ 後遺症が出ている方の実態把握は 

 ⑵ 相談窓口をつくり、厚生労働省への報告及び対策を 

２ 本市の貿易振興及び川内港を含む周辺地域の活用計画について 

 ⑴ 川内港からの品目別輸出入の実績推移は（過去２、３年） 

 ⑵ 今後の川内港の役割と周辺地域を含む利活用の考えは 

 ⑶ 薩摩國広域輸出促進協議会の状況や反応は 

３ 新聞・雑誌・段ボールの回収について 

 ⑴ 最近の回収状況及び民間の無料回収の影響は 

 ⑵ 地区コミュニティ協議会への資源ごみ分別収集報奨金に変わりはないか。 

 ⑶ いつでも回収できる市専用スポットの設置はできないか。 

４ 鹿児島県に夜間中学設置を 

 ⑴ 最終学歴に「小卒」８０万人の記事を見ての感想は 

 ⑵ 本市独自のニーズ調査はできないか。 

５ 学校の熱中症対策として、ミストシャワーの設置はできないか。 

１１ 帯田  裕達 １ 令和コミュニティトークを傍聴して 

 ⑴ サロンの助成金について、拡充する考えはないか。 

 ⑵ ゴールド集落活性化事業補助金制度について 

  ア ゴールド集落の定義は、住民基本台帳人口に対する７０歳以上の者の人 

   口割合が５０パーセント以上の自治会となっているが、基準年齢を７０歳 

   から６５歳に見直せないか。 

  イ 申請手続の簡素化を要望する声が多いが、どう考えているか。 

２ 本市の観光振興について 

 ⑴ 温泉を活用した観光地づくりに対する市の考えは 

 ⑵ 文化自然遺産を生かした観光施策は 

 ⑶ それぞれの地域資源を生かした観光振興の展望は 

１２ 落口  久光 １ コロナ禍における地域の商いパワーアップ事業について伺う。 

 ⑴ 事業内容について説明を求める。 

 ⑵ 抽選での購入事業やキャッシュレス決済による消費喚起事業との事務手数 

  料の差はどうなっているか。 

 ⑶ デジタル化による手数料削減で、少しでも多くの市民にサービスを提供で 

  きるようにするべきだと思うがどうか。 

 ⑷ 補正予算の内容にある、プレミアム率の嵩上げ分を確認する。 

 ⑸ 購入制限「１人２口まで購入可」について伺う。 

  ア 購入者の「確認」が不要となる明確な合理的根拠を示せ。 
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  イ 最低各世帯１口購入可の事業とすることはできなかったのか。 

 ⑹ 以後の同様の事業に対しては、公平性を持たせた事業運営に努めるべきと 

  思うがどうか。 

２ 資源ごみ回収実態について伺う。 

 ⑴ これまでの実績の推移はどうなっているか。 

 ⑵ 回収量の減少をどう捉え、今後の対応はどうなるのか。 

 ⑶ 資源ごみの回収実態について、市民への周知が足りないのではないか。 

 ⑷ 売却単価が下がっていると聞くが、今後の単価の見通しは 

 ⑸ 自治会未加入者からの回収を受け入れる手立てはないか。 

３ スマートデジタル戦略室の事業について確認する。 

 ⑴ 戦略室の目指す目標と最終の青写真を確認する。 

 ⑵ 今回の補正予算事業について確認する。 

  ア 「収納管理システム導入事業」の取組とは 

  イ 「住民情報分析システム導入事業」の取組とは 

４ 行政サービス・利便性向上と職員の業務改善事業について伺う。 

 ⑴ 宮城県多賀城市が実施する「スマホで簡単・手書き不要！申請書作成サー 

  ビス」の実態を受けて、本市の考えを伺う。 

 ⑵ 今後、更に充実したシステムが構築されると思うが、将来のデジタル化に 

  よる事業改善を踏まえ、どう考えているか。 

⑶ スマートデジタル事業を進めるに当たり、考え・意気込みを伺う。 

 


